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● 序章 計画策定の目的と流れ 
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１．計画策定の目的と位置づけ 

（１）計画策定の目的 

①背景 

平成 18 年(2006 年)３月、早来町と追分町が合併し、「安平町」となりました。 

合併に伴い、各町のこれまでの住宅施策や、将来計画を総合的に捉え、新しい「安平町」としての

理念・目標を位置づけし、住宅施策および公営住宅事業を一体的に取り扱う「安平町住宅総合計画」

を平成 20年(2008 年)２月に策定しました。また、平成 23年(2011 年)３月に「安平町公営住宅等長

寿命化計画」を策定し、公営住宅等の取組み・事業を進めてきました。 

国では、平成 18 年(2006 年)９月に策定した住生活基本計画を概ね５年に一度見直すこととしてお

り、平成 28 年(2016 年)３月には２度目の見直しを行い、平成 28(2016)年度から新たな計画をスタ

ートさせたところです。 

北海道においても、安全で安心な北海道らしい住まいづくりに向けた住宅施策を推進するために

平成 19 年(2007 年)２月に北海道住生活基本計画を策定しており、全国計画の平成 28 年(2016 年)３

月の見直しに即して、平成 29年(2017 年)３月に２度目の見直しを行いました。 

 

②目的 

「安平町住宅総合計画（平成 20 年(2008 年)２月策定）」の策定後の社会動向・情勢の変化及び国・

北海道の住宅政策の見直しに対応するとともに、町の現状や動向を踏まえた良質な住宅ストック及

び良好な住環境の形成を図るための計画を策定する必要があります。 

今後の本町における住生活の安定の確保及び向上の促進を図ることを目的とし、町の現状、住ま

い・住環境の特性等から、住宅施策の基本理念・基本目標を設定するとともに、住宅施策を位置づけ

る総合的な計画を策定します。 

 

（２）計画の位置づけ 

本計画は「第２次安平町総合計画」を上位計画とします。 
その他関連するまちづくり計画との連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画期間 

本計画は、平成 30(2018)年度から平成 39(2027)年度までの 10 年間を計画期間とします。 

計画の見直しについて柔軟に対応することとし、必要に応じて見直しを行います。 

 公営住宅等長寿命化 
計画策定指針（改定） 

（国土交通省、 

平成 28 年（2016 年）８月）

調整 

住生活基本計画 
（全国計画） 

（平成 28 年（2016 年）

３月策定） 

北海道住生活 

基本計画 
（平成 29 年（2017 年）

３月策定） 

・安平町まち・ひと・しごと創生

総合戦略 

・新町まちづくり計画 

・安平町過疎地域自立促進市町村

計画 

・東胆振定住自立圏共生ビジョン

・その他関連計画 

 

第２次安平町総合計画 
（計画期間：平成 29（2017）～38（2026）年度） 

調整 

連携 

調整 

安平町 

住生活基本計画 
計画期間：平成 30（2018）～ 

     平成 39（2027）年度 

安平町公営住宅等 

長寿命化計画 
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２．計画策定の流れ 

 

 

 

・人口、世帯数の状況 

・位置、地勢、気候、産業構造

・少子化、高齢化の状況 

(1) 安平町の概況把握 

・地区別の概況 

・生活環境施設の状況 

・上位・関連計画の概況 

(2) 安平町の住まい・住環境の現況把握 

・住宅の住まい方 

・住宅建設の状況 

現地調査 

…まちの特性

の把握等 

１．安平町及び住まい・住環境の現況把握 

２．安平町の住まい・住環境に関する課題と展開方向 

・安平町の関連計画の住宅施策から見た安平町の課題と
検討事項 

・国・北海道の住宅施策から見た安平町の課題と検討事項 

・検討事項の展開方向 

・安平町の住宅施策の基本理念、基本目標の設定
・住宅施策の体系の設定 
・具体的な住宅施策の設定 

・住宅施策の概況 

・世帯の住まい方の将来フレームの設定

３．住宅施策の展開 

安平町住生活基本計画 

：本計画の対象範囲 
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● 第１章 安平町の概況 

 

１．安平町の概況 

２．安平町の住まい・住環境の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

１. 安平町の概要 

（１）位置と地勢 

安平町は、北海道の南西部、胆振支庁の東北部に位置しています。

北は由仁町、東は厚真町、南は苫小牧市、西は千歳市に接していま

す。道都札幌市から約 50km、北海道の空の玄関口である新千歳空港か

らは 20km 程度の位置にあり、交通の便の良い地域といえます。 

安平町の北部には標高 364m のシアビラヌプリを主峰として夕張山地

に続く標高 100～350m 程度の山々が連なる他、追分市街地区の西には

安平山があるなど、身近な緑が豊富にあります。また、これらの山々

を水源とする安平川をはじめとする清流が地域を貫流しており、潤い

のある景観を作り出しています。 （「安平町総合計画」より） 

 

位 置 広 ぼ う 

北 緯 42°41’～ 42°55’ 東西 南北 面積 

東 経 141°44’～141°57’ 17 ㎞ 25 ㎞ 237.13   

 

 

 

●安平町までの所要時間 

安平町千歳市 

苫小牧市

札幌市 

車：45分 

（高速道路利用）

JR：56分 

車：30分 

JR：24 分 

車：25分

安平町 

安平町 
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（２）気候

   ・北海道の中でも雪が少なく、年間を通して晴天の日が多いです。降水量は夏期から秋期に
　　 かけて多く、冬は比較的少ない状況です。

①　月別平均気温 ③　月別最深積雪量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

-7.0 -4.7 0.2 5.8 12.9 15.0 18.7 22.1 17.4 8.3 0.7 -4.1 － － 11 38 67 70 52 1 － －

-3.5 -2.3 2.1 7.8 14.9 16.3 20.7 23.9 19.4 10.6 2.1 -1.0 － 4 23 96 92 96 83 37 － －

(平成28年 気象庁ホームページ） (平成28～29年 気象庁ホームページ）

②　月別降水量 ④　月別最多風向と平均風速

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 (平成28年 気象庁ホームページ）

16.5 62.0 35.0 71.0 83.5 261.5 137.5 294.5 122.0 73.5 83.5 103.0

74.0 109.5 60.5 58.5 40.5 112.5 118.5 279.0 107.0 78.0 115.5 206.5

(平成28年 気象庁ホームページ）

（℃） （cm）

安平町 安平町

札幌市 札幌市

※安平町の観測データ
がないため、厚真町の観
測値を使用

月別平均風速（m/s）と最多風向
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南南東 北北西

5月
3.3

11月
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南 北北西
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いため、厚真町の観測値を
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（３）地区の構成
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　　④　１世帯あたりの延べ面積の推移

　　　・安平町全体の1世帯あたりの延べ面積は増加しています。
　　　・早来地域、追分地域ともに1世帯あたりの延べ面積は増加しています。
　　 　　※平成22年(2010年)、平成27年(2015年)に「１世帯あたりの延べ面積」に関する調査が行われていないため、

　　　　　　平成17年までのデータとなります。

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年

87.6 91.9 97.3 100.3 88.1 91.5 95.0 100.5

持ち家 106.4 110.5 117.0 119.3 持ち家 110.5 113.4 118.9 122.7

公営借家 43.1 48.7 50.4 57.5 公営借家 44.7 50.1 49.0 57.2

民営借家 62.0 63.8 71.4 72.0 民営借家 68.9 68.2 73.7 78.2

給与住宅 63.0 64.6 68.1 65.3 給与住宅 63.2 62.9 63.6 66.7

77.8 80.6 86.9 87.1 87.6 91.9 97.3 100.3

(各年 国勢調査） (各年 国勢調査）

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年

86.1 92.4 100.4 100.1

持ち家 101.9 107.2 114.8 115.6

公営借家 39.2 44.9 53.5 58.1

民営借家 56.8 60.4 69.8 67.9

給与住宅 62.8 67.0 76.8 62.4

87.6 91.9 97.3 100.3

(各年 国勢調査）

（㎡／世帯） （㎡／世帯）
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           ● 第２章 安平町の住まい・住環境の課題と展開方向 

 

１．安平町の上位・関連計画から見た住宅施策の課題と検討事項 

２．国・北海道の住宅施策から見た安平町の課題と検討事項 

３．安平町のこれまでの住宅施策の評価・課題 

４．安平町の住まい・住環境に関する検討事項と展開方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１. 安平町の上位・関連計画から見た住宅施策の課題と検討事項 
 

（１）安平町総合計画（平成 29 年（2017 年）3 月策定） 

本計画は、社会情勢の大きな変化や様々な地域課題への対応が求められる中、これからの 10 年で当

町が目指すべきまちづくりの方向性を「まちづくりの将来像」として定め、町民と行政が力を合わせ、

これを実現していくための「まちの羅針盤」となるものです。 
 

① 計画期間と目標人口 

□計画期間：平成 29(2017)年度～平成 38(2026)年度 

・基本構想（10 年間） 
・基本計画（前期 2 年間、中期 4 年間、後期 4 年間） 
・実施計画（3 年間とし、毎年度見直し） 

□目標人口：8,148 人（平成 27 年(2016 年)の国勢調査人口）→7,500 人（平成 38 年(2027 年)の目標人口） 
 

②まちづくりの将来像 

 

 
 

③ 目指すべきまちづくりの方向性と優先政策分野（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
   

育てたい 暮らしたい 帰りたい みんなで未来へ駈けるまち 

【究極の目標】  
◇生きることを楽しめるまち  
◇ここに住んでよかったと思えるまち 
◇(安)心が(平)穏やかになるまち  
◇活気のあるまち  
◇居心地のよさを感じられるまち  
◇楽しいまち 

【より具体的な目標】  
◇若者が住みやすいまち  
◇教育と子育てで選ばれるまち  
◇高齢者も楽しく活躍できるまち  
◇老後も安心して生活できるまち  
◇暮らす人々が役割を感じられるまち 
◇助け合えるまち 

・増えていく高齢者を地域全体で支えていくには、若い人の力が必要  
・｢若い人たちがたくさんいるまち｣｢子どもたちがたくさんいて賑わうまち｣を目指すべき  
・巣立つ子どもたちがまた帰ってくるまちが理想（人口減少に歯止めがかかる）  
・元気な高齢者が共働き世帯の子育て支援などを通じて地域で活躍する姿が理想 

・「最も優れたまちの強み」を持ち、優先するべき政策分 子育て・教育 

・子育て・教育分野の成長によって、
その効果が発揮される政策分野 移住・定住対策＆回遊・交流促進 

全ての世代が安平町に住んで良かったと思えるまちづくりを進めるためには、子ども・若者・

子育て世代による賑わいが不可欠 

・多くの町民参画で寄せられた声から

”まちの強み” を整理・分析 
立地地勢、生活・環境、経済・産業、健康・福祉、 
子育て・教育、人づくり・コミュニティ、行財政運営

目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性 

目指すべきまちづくりの方向性 

将来にわたって子どもの声が地域に響き、若者・子育て世代で賑わうまち 

優
先
政
策
分
野 
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④ 施策体系（基本構想からの抜粋） 

本計画における施策の体系は、重点的かつ横断的に取り組む「重点プロジェクト」、町政全般を６つ

の分野に区分した「政策分野」、各分野に関連する施策を細分化した 35本の「基本施策」、そして、基

本施策ごと取り組む戦略を定めた 105 本の「施策項目」で構成します。 
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（２）安平町まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 28 年（2016 年）1 月策定） 

人口の現状分析により明らかとなった人口減少要因に対応するため、地域資源や潜在している能力

を活用した「子育て世代に選ばれるまち」「生涯住み続けることができるまち」の実現を目指す目標を

掲げ、将来にわたって活力を維持し続けていくための施策にチャレンジするものです 
 
〇計画期間 

・平成 27（2015）年度～平成 31（2019）年度 

 

 

 
 

 
  
〇総合戦略終了時の人口 

人口ビジョンにおける平成 52年（2040 年）の将来展望人口推計の達成を目指すものとし、平成 31年（2019

年）までの政策・施策の成果を見込み、計画終了時の人口を 8,000 人とします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

  

基本目標 
関連施策 

キーワード 

自然 

減少 

対策 

①子どもを産み育てる環境整備のために 「子育て」「教育」 

②将来の不安を取り除き、いつまでも安全・安心に住み続け

られるまちづくりのために 
「くらし」 

社会 

減少 

対策 

③強みを活かした産業と雇用の場づくりのために 「雇用」「回遊・交流」 

④移住・定住を見据えた流動人口の確保のために 

「雇用」「子育て」 

「教育」「くらし」 

「回遊・交流」 

基本目標を実現するための施策の PR が極めて重要 「情報発信」 

基本目標を実現するための 

重点施策の 6 分野 

①雇 用 ② 子育て  ③教 育 

④くらし ⑤回遊・交流 ⑥情報発信 

高齢化率の上昇、コミュニティ維持への対応は、「人口構造」を変えることが重要 
そのためには、 

「子育て世帯の転入」を増やし、「少子化」歯止めをかけられるかが鍵 

安平町への通勤者 
1,863 人 

↓ 
町内への通勤者を定住
に結びつける可能性 

 
すでに安平町には 
町外への通勤者が 

1,133 人いる 

「出生率の向上」と 

「子育て世代の転入」 

この両論の施策が必須 

子育て世代に選ばれるまちに！ 
そして その後も 

生涯住み続けることができるまちに！ 

―地域資源― 

札幌圏に近い 
新千歳空港に近い 

牧歌的な風景 
多様な農作物 

地域性のある特産品 
菜の花など新たな芽 

＋ 
潜在能力の発見 

人口ビジョン 

・平成 32 年(2020 年)に 1.6 人、平成 42 年(2030 年)に 1.8 人、

平成 52 年(2040 年)に 2.07 人へ 
・従来からの移住定住者数に子育て世代を年間 6 世帯分上乗せ 
・移住定住後、生涯にわたり住み続けるまちづくりをめざし、高
齢者の年間平均転出数を半減 

①合計特殊出生率（子ども女性比）の向
上  
②子育て世代の転入促進

③町民が生涯にわたり安全・安心に
住み続けるための政策の実現 

〇将来展望人口の推計 

まち・ひと・しごと創生総合戦略

平成 52 年(2040 年)の安平町将来展望人口 6,657 人 

◆体系図（抜粋） 
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（３）新町まちづくり計画（平成 17 年（2006 年）3 月策定、平成 27 年（2015 年）12 月変更） 

本計画は、早来町と追分町が合併した後の新町建設を１つのまちとして均衡あるものにするため、

まちづくりの基本方針及び将来目標等を定め、その実現に向けた具体的な施策や事業を位置づけたも

のです。この計画を実現することによって、各地域の速やかな一体化を促進し、住民福祉の向上と新

町全体の均衡ある発展を図ることを目的としています。計画期間は、平成 18（2006）年度から平成 32

（2020）年度までの 15年間としています。 

〇まちづくりの体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■将来テーマ 
くらしの笑顔が広がる ぬくもりと活力と躍動のまち 

■地域の発展を支える都市構造と土地利用 

□将来テーマ実現のための都市構造 
 ・地域活力を生み出す拠点 
  地区拠点／観光・レクリエーション拠点／産業拠点 

 ・拠点間及び広域的な連携を支える軸 
  都市系の軸：広域交流軸／地域間交流軸 
  自然系の軸：水辺の軸／緑の軸 
 
□将来テーマ実現のための土地利用方針 

 ・地域にうるおいを与える自然的土地利用（森林／農地） 

 ・自然環境と調和する都市的土地利用（住宅地／商業地／工業地） 

■将来テーマ実現のため

のまちづくりの基本的

な方向性 

１ 生活重視のまちづくり 

２ 恵まれた立地条件を活
かしたまちづくり 

３ 豊かなこころを育む学
びのまちづくり 

４ 住民と行政との協議に
よるまちづくり 

■まちづくり施策の実施により実現が期待される新町の将来像 
・豊かな自然と調和した快適に暮らせるまち 

・誰もが安心して暮らせるまち 

・住民一人ひとりが輝く元気のあるまち 

・活気あるコミュニティが支えるまち 

■地域別まちづくりの方向 

 早来地域：活力ある産業と豊かな自然が調和する職住近接型のまちづくり 

  〇地域の産業基地としての新たな企業立地の促進 
  〇早来駅周辺地区への商業立地促進／〇居住地としての魅力向上 
  〇回遊・滞在型観光を目指した新たな観光的な魅力づくり 
  〇顔の見える畜産製品づくり 
 
 
 追分地域：コンパクトで便利な質の高いまちづくり 

○質の高い住宅市街地の形成／○追分駅周辺における商業集積の促進 
○追分町IC周辺における産業・観光機能の集積 
○安全で質の高い持続可能な都市近郊型農業の育成 
○鉄道文化や自然資源を活かした新たな観光的な魅力の創出 
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（４）安平町過疎地域自立促進市町村計画（平成 28 年（2016 年）3 月策定、平成 29 年（2017

年）4 月変更） 

地域が自立し真に活性化するためには、地域を構成する要素である「まち」「人」「産業」の３つが

それぞれ元気になっていくことが必要といえます。安平町のまちづくりにおいては、恵まれた自然環

境や立地条件、豊かな人材などを活かしながら、３要素に関わる課題に的確に対応することで、活力

ある地域づくりを目指します。 
 

① 計画期間 

平成 28 年（2016 年）4月 1 日～平成 33年（2021 年）3月 31 日 

 

② 現況と問題点【公営住宅】 

安平町は良質な公営住宅等の提供を図るため、平成６(1994)年度以降、追分駅周辺の用地に建

設してきた高齢者向け住宅を含む異世代交流型の公営住宅（中央公住）や、単身者向けの特定優

良賃貸住宅の建設をはじめ、追分南公営住宅など彩り豊かな住宅の町の実現に向け整備を進めて

きました。 

現在は、既存の公営住宅の老朽化に伴う維持管理経費や修繕工事の増加が見込まれることから、

新たに作成した「安平町公営住宅等長寿命化計画」に基づいて管理及び整備をしていますが、計

画的に適切な措置を行いながら、良質な公営住宅の確保を進めていく必要があります。 

また、公営住宅周辺の環境整備を図るためにも、入居者による協力や自治組織化をいかに構築

していくかが課題となっています。 
 

③ その対策 

○現代の生活に対応した良質な公営住宅の供給を図るため「安平町公営住宅等長寿命化計画」に

基づきながら、計画的に整備・改修・廃止を進めるとともに、解体する公営住宅等の跡地利用

等について検討を行っていきます。 
 

④ 住宅関連事業計画（抜粋）  

◇生活環境の整備 
  ○公営住宅 
   ・老朽公営住宅解体工事 追分西（2 棟 7 戸）・安平東（3 棟 12 戸）・追分北（8 棟 25 戸）・ 
               遠浅東（1 棟 4 戸） 

・公営住宅屋根防水改修工事 追分中央公営住宅（6 棟 60 戸） 
・単身者住宅屋上防水改修工事 早来北進単身者住宅（1 棟 14 戸） 
・公営住宅屋上防水改修工事 早来さつき公営住宅（3 棟 54 戸） 
・公営住宅外壁塗装工事 遠浅南団地 B 棟（12 戸） 

      ・公営住宅外壁塗装・屋上防水工事 あけぼの団地 A 棟（18 戸）、B 棟（12 戸） 
      ・公営住宅外壁塗装工事 緑が丘公営住宅（3 棟 12 戸） 
      ・公営住宅水洗化事業 追分北公営住宅、遠浅南公営住宅 A 棟、B 棟 
      ・住宅総合計画及び公営住宅等長寿命化計画策定事業 
      ・耐震改修促進計画策定事業 
 
     ○過疎地域自立促進特別事業 

  ・定住促進事業（結婚祝金、出産祝金） 
       ・定住促進事業（住宅建設奨励助成金、転入奨励助成金、転校準備助成金、新規就農商工業奨

励金） 

  

21



 

 

（５）東胆振定住自立圏共生ビジョン（平成 27 年（2015 年）10 月策定） 
本共生ビジョンは、圏域の将来像や、定住自立圏形成協定に基づき関係市町村が連携して推進する

具体的な取組内容を明らかにするものです。計画期間は、平成 27(2015)年度から平成 31(2019)年度ま

での５年間とし、毎年度、所要の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■共生ビジョンの体系（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 つの柱に重きを置いた施策を継続的に展開しながら、次に掲げる圏域の形成を目指します 

生活機能の強化に係る政策分野 

医療

福祉

教育

産業振興

防災

環境

医療情報のネットワーク化

広域救急医療体制の充実及び病診連携 

高齢者等の見守り、SOS ネットワーク

生涯学習機会の充実

図書館相互利用の促進

地域ブランドの推進

鳥獣害防止事業の推進

防災体制の充実

住環境型社会の構築

障がい者等の地域生活支援

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

地域公共交通

交通ネットワークの
整備促進 

生産者と消費者と
の連携による地産

地消 

移住・交流

その他の結びつき
やネットワークの強

化に係る連携 

地域公共交通の維持確保と利用促進 

圏域内における交通ネットワークの形成 

地産地消の拡大

移住・交流促進

広域連携による情報提供

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

宣言中心市等に
おける人材育成 

職員の合同研修等の実施 

東胆振圏域が目指す将来像 

魅力あるポテンシャルを活かし、安心して暮らし続けられる圏域 

医療・防災体制等の充実によ

る「安心・安全」な生活環境

の向上 

地域公共交通ネットワーク

の強化による住民の足の確

保と利便性の向上 

東胆振ブランド力の強化と

交流人口の拡大 
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（６）その他関連計画 

〇安平町空家等対策計画（平成２９（2017）年度策定） 
本計画は、「空家等対策の推進に関する特別措置法」（以下「空家対策特措法」という。）の趣旨を踏

まえ、空家問題に対する町の基本的な考え方を明確にし、放置空家への対応や放置空家を増やさない

ための方策を体系化することにより、着実に施策を推進するために策定するものです。空家対策特措

法第６条の規定に基づく「空家等対策計画」として位置付けられています。 

計画期間は、平成 30（2018）年度から平成 34（2020）年度までの５年間とし、社会情勢等の変化に

対し、必要に応じて見直していきます。  
 
◇現状 

・住宅総数：2,637 戸、空家数：107 戸、空家率：4.1％ 

・増加傾向にあるが、平成 29 年(2017 年)の解体または購入された空家が 4 件 

・空家数全体で 107 戸（平成 30 年(2018 年)1 月時点）その内約９割は、利活用も可能な状態であ

る。 
 
◇対象とする空き家の種類 

本計画の対象とする空家の種類は、空家対策特措法第２条第１項に規定された「空家等」及び第２項に

規定された「特定空家等」とし、活用促進の観点から「跡地（空地）」についても対象に加えることとし

ます。 
 
◇空家等対策の基本方針 

① 予防・適正管理の推進 

新たな空家等の発生をできるだけ抑制するとともに、空家等対策の基本として、適正管理等の

周知を推進します。 

・連携体制の整備 

1）相談体制の充実  

2）庁内組織における連携 

3）関係団体との連携 

4）空家等の調査 

・空家等の予防・適正管理の推進 

1）空家等の発生予防 

2）適正管理の周知 

3）町民への啓発 
 
② 利活用の推進 

使用可能な空家等の有効活用を図るため、利活用の支援を推進します。 

・空家等の利活用に向けた支援 

1）空家等の利活用に対する支援 

2）空家バンク制度の充実 

3）空家等の転用に対する支援 

4）空家等の跡地の利活用に対する支援 
 
③ 特定空家等の問題解決 

周辺環境への悪影響を解消するために、いわゆる特定空家等に対し、問題の解決に向けた取組

みを推進します。  

・特定空家等の問題解決に向けた取組み 

1）管理不十分な空家等への指導 

2）特定空家等への措置 

3）特定空家等の解消に向けた取組み 
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〇安平町地域福祉総合計画（平成２5（2013）年度策定） 
本町において、地域の複雑・多様化した生活課題を積極的かつ自発的に地域全体で解決していく仕

組みづくりを確立するため、町民や自治体・町内会、ボランティア団体、民生委員・児童委員、社会

福祉協議会、サービス提供事業者、町などが担う役割を明らかにし、“町民一人ひとりが住み慣れた地

域で安心した暮らしができる地域社会”の実現を目指すことを目的としています。 

本計画は、サービスの提供促進と提供体制の整備に係る事項を盛り込むことから、社会福祉法第 107

条に基づく「市町村地域福祉計画」として、地域福祉を推進するための基本的な計画としての性格を

持つものです。「安平町総合計画」を上位計画として位置づけ、今後の安平町における新たな地域福祉

を確立するための福祉の基本計画として策定します。 

計画期間は、平成 26（2014）年度から平成 30（2018）年度までの５年間とします。なお、計画の進

捗状況や社会情勢などの変化、地域福祉政策の動向などを踏まえて必要に応じ計画を見直します。 

 

◆施策の体系（抜粋） 

 

 

 

 

  

基本理念 基本目標 基本施策 

ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
る 

助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
ま
ち 

あ
び
ら 

(1)福祉教育の推進 

(2)人権意識の向上 

(3)地域ぐるみでの交流促進 

(4)地域福祉活動の拠点づくり 

(5)地域福祉ネットワークの構築 

【基本目標１】ともに支え合う地域づくり 

【基本目標２】地域福祉活動の担い手づくり 

【基本目標３】安心して利用できるサービス
の体制づくり 

(1)地域福祉を担う人材・団体の育成 

(2)民生委員・児童委員活動の充実 

(3)社会福祉協議会活動の活性化 

(1)福祉サービスの情報提供の充実 

(2)相談・支援体制の整備と充実 

(3)福祉サービスの確保 

(4)福祉サービス利用者の保護 

(5)保健・医療・福祉間の連携強化 

【基本目標４】いきいきと生活できる支援体
制づくり 

(1)在宅生活支援の充実 

(2)健康づくり・生きがいづくりの促進 

(3)次世代育成の支援 

(1)ユニバーサルデザインの推進 

(2)移動・交通手段の確保 

(3)地域の防犯・防災対策の推進 

【基本目標５】安心・安全に暮らせる生活環
境づくり 

24



 

 

〇安平町子ども・子育て支援事業計画（平成２6（2014）年度策定） 
本計画は、子どもと子育てを取り巻く福祉、教育、保健、医療、環境、住宅などのあらゆる施策を

総合的、一体的に推進するための指針となるよう、安平町の子ども・子育て支援に関する施策が一覧

できるように作成するものです。 

子ども・子育て支援法第 61 条第１項に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」に当たり、策

定が任意となった改正後の次世代育成支援対策推進法第８条に基づく「市町村行動計画」を包含する

ものでもあります。また、本計画を平成 19 年(2007 年)に策定された「安平町総合計画（平成 19(2007)

～28(2016)年度）」の子ども・子育てに関する分野の部門別計画として位置付け、「安平町生涯学習計

画（平成 26～30 年度）」や「安平町地域福祉総合計画（平成 26(2014)～30(2018)年度）」など子ども・

子育て支援に関する事項を定める計画との間の整合性を図ります。 

計画期間は、平成 27（2015）年度から平成 31（2019）年度までの５年間とします。 
 

◆施策体系（抜粋） 

 

 

 

 

 

基本理念 支援項目 基本目標 基本施策 

ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で 

育
み
合
い 
子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
支
援 

～
若
者
が
働
き
、
結
婚
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～ 

1.子どもの育ち 1.子どもの健やかな
成長のための支援 

(1)就学前教育・保育の充実 
(2)学校教育環境 
(3)生きる力を育む教育 
(4)健やかな体を育む教育 
(5)信頼される園・学校づくり 
(6)世代間交流 
(7)ふるさと教育・学社融合

2.青少年の健全育成 (1)就学前教育・保育の充実 
(2)学校教育環境 
(3)生きる力を育む教育 
(4)健やかな体を育む教育 

2.親と子の育ち 1.母と子どもの健康 (1)安全・安心な妊娠出産支援 
(2)乳幼児と母親の健康の確保 
(3)食育・地産地消の推進 

2.親育の支援 (1)家庭における教育力の向上 
(2)育児不安軽減のための支援 

3.地域ぐるみで

子育て支援 
1.生活環境の整備 

(1)居住環境・公園整備 
(2)交通・道路環境整備 
(3)定住促進・結婚支援 

2.地域における支援 (1)保育サービス 
(2)子育て支援サービス 
(3)子育て支援ネットワーク・ボランティア 
(4)子育て家庭への経済的支援 

4.仕事と生活の

調和 

1.ワークライフ・バラン
スの推進 

(1)家庭や職場の意識改革 
(2)雇用環境の整備 

5.全ての子育て

家庭への支援 

1.要保護児童等への
支援 

(1)児童虐待防止対策 
(2)しょうがい児対策 
(3)ひとり親家庭支援 
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 ２
．

国
・

北
海

道
の

住
宅

施
策

か
ら

見
た

安
平

町
の

課
題

と
検

討
事

項
 

（
１

）
住

生
活

基
本

計
画

（
全

国
計

画
、

平
成

2
８

年
（

2
0

1
6

年
）

３
月

策
定

）
か

ら
見

た
安

平
町

の
検

討
事

項
 

 
◆

国
の

目
標

と
基

本
的

な
施

策
 

 

◆
国

の
目

標
と

基
本

的
な

施
策

か
ら

見
た

、
安

平
町

の
検

討
事

項
 

 
 

 
 

 
 

視
点

 
 

目
 

標
 

 
基

本
的

な
施

策
 

 居 住 者 か ら の 視 点 

 
【

目
標

１
】

 

結
婚

･
出

産
を

希
望

す
る

若
年

世
帯

･
子

育
て

世
帯

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
住

生
活

の
実

現
 

 
(
１

)結
婚

・
出

産
を

希
望

す
る

若
年

世
帯

・
子

育
て

世
帯

が
、

必
要

と
す

る
質

や
広

さ
の

住
宅

（
民

間
賃

貸
、

公
的

賃
貸

、
持

家
）

に
、

収
入

等
の

世
帯

の
状

況
に

応
じ

て
居

住
で

き
る

よ
う

支
援

を
実

施
 

(
２

)世
代

間
で

助
け

合
い

な
が

ら
子

ど
も

を
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

三
世

代
同

居
・

近
居

の
促

進
 

(
３

)住
ま

い
の

近
く

へ
の

子
育

て
支

援
施

設
の

立
地

誘
導

等
に

よ
り

、
地

域
ぐ

る
み

で
子

ど
も

を
育

む
環

境
の

整
備

を
推

進
 

 
  ○

子
育

て
世

代
の

住
み

や
す

い
住

宅
づ

く
り

へ
向

け
た

情
報

提
供

 

 
→

【
継

続
。

他
の

施
策

項
目

と
統

合
】

 
 ○

高
齢

社
会

に
お

け
る

安
心

、
安

全
な

暮
ら

し
の

提
供

 

 
→

【
施

策
趣

旨
は

継
続

。
施

策
と

し
て

の
表

現
を

拡
充

】
 

  ○
定

住
促

進
の

た
め

の
情

報
提

供
体

制
の

確
立

 

→
【

継
続

。
新

規
施

策
事

項
と

統
合

】
 

○
空

き
家

等
の

利
活

用
や

売
却

・
賃

貸
に

関
す

る
相

談
体

制
や

、
空

き
家

等
及

び
所

有
者

等
の

情
報

収
集

の
充

実
【

新
規

施
策

】
 

 ○
公

的
住

宅
の

供
給

及
び

適
切

な
維

持
管

理
 

 
→

【
施

策
趣

旨
は

継
続

。
施

策
と

し
て

の
表

現
を

拡
充

】
 

    ○
環

境
負

荷
の

少
な

い
住

宅
づ

く
り

【
継

続
】

 

  ○
耐

震
改

修
促

進
計

画
と

連
動

し
た

住
宅

の
耐

震
化

促
進

 

 
→

【
施

策
趣

旨
は

継
続

。
施

策
と

し
て

の
表

現
を

拡
充

】
 

○
リ

フ
ォ

ー
ム

に
よ

る
安

全
で

質
の

高
い

住
宅

づ
く

り
に

向
け

た
支

援
【

継
続

】
 

   ○
定

住
促

進
の

た
め

の
情

報
提

供
体

制
の

確
立

（
再

掲
）

 

  ○
空

き
家

等
の

利
活

用
や

売
却

・
賃

貸
に

関
す

る
相

談
体

制
や

、
空

き
家

等
及

び
所

有
者

等
の

情
報

収
集

の
充

実
（

再
掲

）【
新

規
施

策
】

 

   ○
生

活
環

境
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
空

き
家

等
の

予
防

と
適

正
管

理
の

促
進

 

→
【

新
規

施
策

】
 

        ○
市

街
地

の
に

ぎ
わ

い
創

出
と

活
性

化
に

向
け

た
ま

ち
な

か
居

住
の

推
進

 

→
【

継
続

】
 

  ○
定

住
促

進
の

た
め

の
情

報
提

供
体

制
の

確
立

 

 
→

【
継

続
。

新
規

施
策

事
項

と
統

合
】

 

 ○
住

宅
火

災
予

防
へ

向
け

た
支

援
 

 
→

【
継

続
。

新
規

施
策

事
項

と
統

合
】

 

 
 

 
 

 
 

 
【

目
標

２
】

 

高
齢

者
が

自
立

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る

住
生

活
の

実
現

 

 
(
１

)住
宅

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

や
ヒ

ー
ト

シ
ョ

ッ
ク

対
策

の
推

進
と

と
も

に
、「

新
た

な
高

齢
者

向
け

住
宅

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
検

討
・

創
設

 

(
２

)ま
ち

づ
く

り
と

調
和

し
、

高
齢

者
の

需
要

に
応

じ
た

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
等

の
供

給
促

進
や

「
生

涯
活

躍
の

ま
ち

」
の

形
成

 

(
３

)公
的

賃
貸

住
宅

団
地

の
建

替
え

等
の

機
会

を
と

ら
え

た
、

高
齢

者
世

帯
・

子
育

て
世

帯
等

の
支

援
に

資
す

る
施

設
等

の
地

域
の

拠
点

の
形

成
 

(
４

)公
的

保
証

に
よ

る
民

間
金

融
機

関
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

等
で

リ
バ

ー
ス

モ
ー

ゲ
ー

ジ
の

普
及

を
図

り
､高

齢
者

の
住

み
替

え
等

の
住

生
活

資
金

の
確

保
 

(
５

)高
齢

者
の

住
宅

資
産

の
活

用
や

住
み

替
え

に
関

す
る

相
談

体
制

の
充

実
 

 

 
 

 
 

 
 

 
【

目
標

３
】

 

住
宅

の
確

保
に

特
に

配
慮

を
要

す
る

者
の

居

住
の

安
定

の
確

保
 

 
(
１

)
住

宅
確

保
要

配
慮

者
の

増
加

に
対

応
す

る
た

め
、

空
き

家
の

活
用

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

民
間

賃
貸

住
宅

を
活

用
し

た
新

た
な

仕
組

み
の

構
築

を

含
め

た
、

住
宅

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

機
能

を
強

化
 

(
２

)民
間

賃
貸

住
宅

へ
の

住
宅

確
保

要
配

慮
者

の
円

滑
な

入
居

を
促

進
す

る
た

め
、

地
方

公
共

団
体

、
賃

貸
住

宅
管

理
者

、
家

主
、

居
住

支
援

を
行

う
団

体
等

か
ら

構
成

さ
れ

る
居

住
支

援
協

議
会

の
設

置
・

活
動

の
支

援
と

、
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度

施
策

と
の

連
動

 

(
３

)
公

営
住

宅
、

Ｕ
Ｒ

賃
貸

住
宅

等
の

公
的

賃
貸

住
宅

の
適

切
な

供
給

。
ま

た
、

公
営

住
宅

の
整

備
・

管
理

に
つ

い
て

、
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

つ
つ

、

P
P
P/

PF
I
も

含
め

、
民

間
事

業
者

の
様

々
な

ノ
ウ

ハ
ウ

や
技

術
の

活
用

の
促

進
 

(
４

)
公

的
賃

貸
住

宅
団

地
の

建
替

え
等

の
適

切
な

実
施

と
、

そ
の

機
会

を
と

ら
え

た
高

齢
者

世
帯

・
子

育
て

世
帯

等
の

支
援

に
資

す
る

施
設

等
の

地
域

の

拠
点

の
形

成
に

よ
る

居
住

環
境

の
再

生
の

推
進

 

 

 
 

 
 

 
 

 

住 宅 ス ト ッ ク か ら の 視 点 

 
【

目
標

４
】

 

住
宅

す
ご

ろ
く

を
超

え
る

新
た

な
住

宅
循

環

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 

 
(
１

)
既

存
住

宅
が

資
産

と
な

る
「

新
た

な
住

宅
循

環
シ

ス
テ

ム
」

の
構

築
。

そ
の

た
め

の
施

策
を

総
合

的
に

実
施

 

(
２

)
耐

震
、

断
熱

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
、

耐
久

性
能

等
に

優
れ

た
長

期
優

良
住

宅
等

の
資

産
と

し
て

継
承

で
き

る
良

質
で

安
全

な
新

築
住

宅
の

供
給

 

(
３

)
資

産
と

し
て

の
住

宅
を

担
保

と
し

た
資

金
調

達
を

行
え

る
住

宅
金

融
市

場
の

整
備

・
育

成
 

 

 
 

 
 

 
 

 
【

目
標

５
】

 

建
替

え
や

リ
フ

ォ
ー

ム
に

よ
る

安
全

で
質

の

高
い

住
宅

ス
ト

ッ
ク

へ
の

更
新

 

 
(
１

)
質

の
高

い
住

宅
ス

ト
ッ

ク
を

将
来

世
代

へ
承

継
す

る
た

め
、

耐
震

性
を

充
た

さ
な

い
住

宅
の

建
替

え
等

に
よ

る
更

新
 

(
２

)
耐

震
化

リ
フ

ォ
ー

ム
に

よ
る

耐
震

性
の

向
上

、
長

期
優

良
住

宅
化

リ
フ

ォ
ー

ム
に

よ
る

耐
久

性
等

の
向

上
、

省
エ

ネ
リ

フ
ォ

ー
ム

に
よ

る
省

エ
ネ

性

の
向

上
と

適
切

な
維

持
管

理
の

促
進

 

(
３

)
ヒ

ー
ト

シ
ョ

ッ
ク

防
止

等
の

健
康

増
進

・
魅

力
あ

る
デ

ザ
イ

ン
等

の
投

資
意

欲
が

刺
激

さ
れ

、
あ

る
い

は
効

果
が

実
感

で
き

る
リ

フ
ォ

ー
ム

の
促

進
 

(
４

)
密

集
市

街
地

に
お

け
る

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

住
宅

の
建

替
え

や
リ

フ
ォ

ー
ム

の
促

進
策

を
検

討
 

(
５

)
民

間
賃

貸
住

宅
の

計
画

的
な

維
持

管
理

を
促

進
す

る
た

め
、

必
要

と
す

る
修

繕
資

金
が

確
保

さ
れ

る
た

め
の

手
段

を
幅

広
く

検
討

 

(
６

)
消

費
者

の
リ

フ
ォ

ー
ム

に
関

す
る

相
談

体
制

や
安

心
し

て
事

業
者

を
選

択
す

る
た

め
の

リ
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

団
体

登
録

制
度

の
充

実
・

普
及

 

(
７

)
マ

ン
シ

ョ
ン

に
関

し
て

は
、

総
合

的
な

施
策

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
や

建
替

え
・

改
修

を
促

進
 

 

 
 

 
 

 
 

 
【

目
標

６
】

 

急
増

す
る

空
き

家
の

活
用

・
除

却
の

推
進

 

 
(
１

)
良

質
な

既
存

住
宅

が
市

場
に

流
通

し
、

空
き

家
増

加
が

抑
制

さ
れ

る
新

た
な

住
宅

循
環

シ
ス

テ
ム

の
構

築
 

(
２

)
空

き
家

を
活

用
し

た
地

方
移

住
、

二
地

域
居

住
等

の
促

進
 

(
３

)
伝

統
的

な
日

本
家

屋
と

し
て

の
古

民
家

等
の

再
生

や
他

用
途

活
用

を
促

進
 

(
４

)
介

護
、

福
祉

、
子

育
て

支
援

施
設

、
宿

泊
施

設
等

の
他

用
途

へ
の

転
換

の
促

進
 

(
５

)
定

期
借

家
制

度
、

DI
Y
型

賃
貸

借
等

の
多

様
な

賃
貸

者
の

形
態

を
活

用
し

た
既

存
住

宅
の

活
用

促
進

 

(
６

)
空

き
家

の
利

活
用

や
売

却
・

賃
貸

に
関

す
る

相
談

体
制

や
、

空
き

家
の

所
有

者
等

の
情

報
の

収
集

・
開

示
方

法
の

充
実

 

(
７

)
防

災
・

衛
生

・
景

観
等

の
生

活
環

境
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
空

き
家

に
つ

い
て

、
空

家
等

対
策

の
推

進
に

関
す

る
特

別
措

置
法

な
ど

を
活

用
し

た
計

画

的
な

解
体

・
撤

去
を

促
進

  

 

 
 

 
 

 
 

 

産 業 ・ 地 域 か ら の 視 点 

 
【

目
標

７
】

 

強
い

経
済

の
実

現
に

貢
献

す
る

住
生

活
産

業

の
成

長
 

 
(
１

)地
域

経
済

を
支

え
る

地
域

材
を

用
い

た
良

質
な

木
造

住
宅

の
供

給
促

進
や

そ
れ

を
担

う
設

計
者

や
技

能
者

の
育

成
等

の
生

産
体

制
整

備
 

(
２

)伝
統

的
な

技
術

を
確

実
に

承
継

し
発

展
さ

せ
る

と
と

も
に

、
CL

T（
直

交
集

成
板

）
等

の
部

材
・

工
法

等
の

新
た

な
技

術
開

発
を

推
進

 

(
３

)既
存

住
宅

の
維

持
管

理
、

リ
フ

ォ
ー

ム
、

空
き

家
管

理
棟

の
い

わ
ゆ

る
住

宅
ス

ト
ッ

ク
ビ

ジ
ネ

ス
の

活
性

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
多

角
化

す
る

住
生

活
産

業
に

対
応

し
た

担
い

手
を

確
保

し
、

研
修

等
に

よ
る

育
成

を
強

化
 

(
４

)生
活

の
利

便
性

の
向

上
と

新
た

な
市

場
創

出
の

た
め

の
、

子
育

て
世

帯
・

高
齢

者
世

帯
な

ど
幅

広
い

世
帯

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

住
生

活
関

連
の

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
市

場
の

創
出

・
拡

大
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
住

生
活

産
業

の
海

外
展

開
を

支
援

す
る

な
ど

、
我

が
国

の
住

生
活

産
業

の
成

長
を

促
進
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
【

目
標

８
】

 

住
宅

地
の

魅
力

の
維

持
・

向
上

 

 
(
１

)
ス

マ
ー

ト
ウ

ェ
ル

ネ
ス

シ
テ

ィ
や

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

な
ど

の
ま

ち
づ

く
り

と
連

携
し

つ
つ

、
福
祉

拠
点

の
形

成
や

街
な

か
居

住
を

進
め

、
ど

の
世

代
も

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
居

住
環

境
・

住
宅

地
の

魅
力

の
維

持
・

向
上

 

(
２

)住
宅

団
地

の
再

生
促

進
と

、
そ

の
機

会
を

と
ら

え
た

高
齢

者
世

帯
・

子
育

て
世

帯
等

の
支

援
に

資
す

る
施

策
等

の
地

域
の

拠
点

の
形

成
に

よ
る

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
利

便
性

の
向

上
を

促
進

 

(
３

)
住

民
に

よ
っ

て
担

わ
れ

る
仕

組
み

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
建

築
協

定
や

景
観

協
定

等
に

よ
る

良
好

な
景

観
の

形
成

、
高

齢
者

や
子

ど
も

を
地

域

全
体

で
見

守
る

こ
と

等
が

で
き

る
豊

か
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
・

向
上

を
目

指
す

 

(
４

)
マ

ン
シ

ョ
ン

の
居

住
者

、
管

理
組

合
、

周
辺

住
民

等
の

多
様

な
主

体
に

よ
り

、
適

切
な

役
割

分
担

の
下

、
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

推
進

 

(
５

)密
集

市
街

地
の

改
善

整
備

や
無

電
柱

化
の

推
進

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
積

極
的

な
情

報
提

供
、

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
整

備
と

訓
練

等
に

よ
り

居
住

者
の

災
害

時
の

安
全

性
の

向
上

を
図

る
 

 

※
黒

文
字

…
「安

平
町

住
宅

総
合

計
画

（平
成

20
年

(2
00

8
年

)２
月

）」
に

示
さ

れ
て

い
る

住
宅

施
策

 
※

青
文

字
…

上
記

以
外

の
新

た
な

検
討

事
項

の
位

置
づ

け
 

2
6





○
：

町
の

検
討

事
項

△
：

内
容

の
一

部
が

町
の

検
討

事
項

※
黒

文
字

：
「
安

平
町

住
宅

総
合

計
画

（
平

成
2
0
年

(2
0
0
8
年

)２
月

）
」
に

示
さ

れ
て

い
る

住
宅

施
策

－
：

道
独

自
の

施
策

※
青

文
字

：
上

記
以

外
の

新
た

な
検

討
事

項
の

位
置

づ
け

1
○

子
育

て
世

帯
に

配
慮

し
た

公
営

住
宅

な
ど

の
供

給
を

推
進

し
、

子
育

て
世

帯
の

居
住

の
安

定
確

保
。

○
子

育
て

世
代

の
住

み
や

す
い

住
宅

づ
く

り
へ

向
け

た
情

報
提

供

→
【

継
続

。
他

の
施

策
項

目
と

統
合

】

○
○

定
住

促
進

の
た

め
の

情
報

提
供

体
制

の
確

立

→
【

継
続

。
新

規
施

策
事

項
と

統
合

】
○

○
子

育
て

世
代

の
住

み
や

す
い

住
宅

づ
く

り
へ

向
け

た
情

報
提

供
（

再
掲

）

2
○

○
高

齢
社

会
に

お
け

る
安

心
、

安
全

な
暮

ら
し

の
提

供

→
【

施
策

趣
旨

は
継

続
。

施
策

と
し

て
の

表
現

を
拡

充
】

○ ○
○

定
住

促
進

の
た

め
の

情
報

提
供

体
制

の
確

立
（

再
掲

）

3
○

住
宅

確
保

要
配

慮
者

の
居

住
の

安
定

確
保

に
向

け
て

、
公

営
住

宅
な

ど
の

適
切

な
供

給
の

推
進

。
○

公
的

住
宅

の
供

給
及

び
適

切
な

維
持

管
理

○
→

【
施

策
趣

旨
は

継
続

。
施

策
と

し
て

の
表

現
を

拡
充

】

○
住

宅
確

保
要

配
慮

者
の

住
生

活
の

安
定

確
保

に
向

け
て

民
間

住
宅

ス
ト

ッ
ク

を
活

用
し

た
取

組
の

推
進

。

4
○

「
き

た
住

ま
い

る
」

制
度

の
さ

ら
な

る
普

及
推

進
を

図
り

、
良

質
で

安
全

な
住

宅
ス

ト
ッ

ク
の

形
成

。

○ ○
○

定
住

促
進

の
た

め
の

情
報

提
供

体
制

の
確

立
（

再
掲

）

5
○

○
リ

フ
ォ

ー
ム

に
よ

る
安

全
で

質
の

高
い

住
宅

づ
く

り
に

向
け

た
支

援
【

継
続

】

○
○

耐
震

改
修

促
進

計
画

と
連

動
し

た
住

宅
の

耐
震

化
促

進

→
【

施
策

趣
旨

は
継

続
。

施
策

と
し

て
の

表
現

を
拡

充
】

○

6
○

空
き

家
等

の
活

用
や

適
正

管
理

の
円

滑
な

推
進

に
向

け
た

市
町

村
の

取
組

へ
の

支
援

。
○

○
空

き
家

等
の

活
用

に
向

け
て

、
空

き
家

等
の

情
報

発
信

や
相

談
対

応
な

ど
の

取
組

の
推

進
。

○
○

生
活

環
境

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

空
き

家
等

の
予

防
と

適
正

管
理

の
促

進
【

新
規

施
策

】

7
○

地
域

の
住

宅
事

業
者

の
人

材
育

成
な

ど
を

支
援

し
、

良
質

な
住

ま
い

づ
く

り
を

促
進

。

○ ○

○
基

本
理

念
『

い
つ

ま
で

も
住

み
続

け
た

い
　

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

住
ま

い
づ

く
り

』
に

包
括

8
○

誰
も

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
住

み
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

住
環

境
づ

く
り

の
推

進
。

○
町

有
地

・
空

き
家

等
の

利
活

用
に

よ
る

多
様

な
住

宅
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

【
新

規
施

策
。

総
合

計
画

よ
り

】

○
民

間
資

金
等

を
活

用
し

た
新

た
な

分
譲

地
の

開
発

の
検

討
【

新
規

施
策

。
総

合
計

画
よ

り
】

○
下

水
道

の
整

備
と

水
洗

化
の

普
及

促
進

【
継

続
】

○

○
環

境
負

荷
の

少
な

い
住

宅
づ

く
り

【
継

続
】

○
○

地
域

主
体

の
住

環
境

づ
く

り
に

向
け

た
総

合
的

な
情

報
提

供

→
【

新
規

施
策

。
従

前
施

策
「

定
住

促
進

の
た

め
の

情
報

提
供

体
制

の
確

立
」

と
統

合
】

住
宅

施
策

の
目

標

○ －

子
育

て
世

帯
な

ど
が

、
自

ら
に

適
し

た
住

ま
い

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
統

合
的

な
住

情
報

の
提

供
や

安
心

し
て

民
間

賃
貸

住
宅

な
ど

を
確

保
で

き
る

取
組

の
推

進
。

地
域

で
展

開
さ

れ
る

子
育

て
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

活
用

や
子

ど
も

を
見

守
る

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
形

成
促

進
な

ど
に

よ
り

、
安

心
し

て
子

育
て

の
で

き
る

住
環

境
づ

く
り

の
推

進
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
に

た
っ

た
住

宅
の

建
設

や
既

存
住

宅
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

改
修

の
促

進
な

ど
に

よ
り

、
高

齢
者

が
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
住

ま
い

づ
く

り
の

推
進

。

住
宅

部
局

と
福

祉
部

局
が

連
携

し
、

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
の

供
給

の
促

進
や

、
公

営
住

宅
に

お
け

る
既

存
の

高
齢

者
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

高
齢

者
が

生
活

支
援

等
の

地
域

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
安

心
し

て
住

み
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

住
環

境
づ

く
り

の
推

進
。

○

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
に

た
っ

た
公

営
住

宅
な

ど
の

整
備

を
促

進
し

、
誰

も
が

安
心

・
安

全
に

居
住

で
き

る
住

ま
い

の
供

給
の

促
進

。

（
２

）
北

海
道

住
生

活
基

本
計

画
（

平
成

２
９

年
（

2
0

1
7

年
）

３
月

策
定

）
か

ら
見

た
安

平
町

の
検

討
事

項

道
民

が
空

き
家

等
に

関
す

る
情

報
を

理
解

し
、

空
き

家
の

活
用

や
適

正
管

理
の

推
進

に
向

け
、

空
き

家
に

関
す

る
情

報
提

供
な

ど
、

道
民

へ
の

周
知

・
啓

発
の

推
進

。

○ 「 安 全 で 安 心 な 暮 ら し 」 の 創 造

○ 「 北 海 道 ら し さ 」 の 創 造

○ 「 活 力 あ る 住 宅 関 連 産 業 」 の 創 造

○ ○

住
ま

い
に

関
す

る
情

報
提

供
・

相
談

体
制

の
充

実
や

適
切

な
住

宅
へ

の
住

替
え

の
促

進
な

ど
に

よ
り

、
高

齢
者

が
ニ

ー
ズ

に
適

し
た

住
ま

い
を

自
ら

選
択

で
き

る
環

境
づ

く
り

の
推

進
。

○ ○

北
海

道
の

施
策

か
ら

見
た

安
平

町
の

検
討

事
項

若
年

世
帯

や
子

育
て

世
帯

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
住

生
活

の
実

現

地
域

で
支

え
合

い
高

齢
者

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
住

生
活

の
実

現

住
宅

の
確

保
に

特
に

配
慮

を
要

す
る

者
の

居
住

の
安

定
の

確
保

安
平

町
に

お
い

て
検

討
す

べ
き

施
策

事
項

○ △△ ○

住
宅

施
策

の
方

向
性

魅
力

あ
る

持
続

可
能

な
住

環
境

の
維

持
・
向

上

耐
震

性
を

充
た

さ
な

い
住

宅
の

耐
震

改
修

等
の

促
進

に
係

る
普

及
啓

発
や

支
援

な
ど

に
よ

り
耐

震
化

に
向

け
た

取
組

の
推

進
。

「
き

た
住

ま
い

る
」

制
度

に
よ

る
省

エ
ネ

性
能

の
見

え
る

化
や

省
エ

ネ
リ

フ
ォ

ー
ム

の
推

進
、

建
築

物
省

エ
ネ

法
へ

の
対

応
な

ど
の

推
進

。

空
き

家
等

の
活

用
・
適

正
管

理
の

推
進

地
域

を
支

え
る

住
宅

関
連

産
業

の
振

興

本
道

の
豊

か
な

自
然

環
境

な
ど

の
魅

力
を

活
か

し
た

住
環

境
づ

く
り

や
移

住
・

定
住

の
取

組
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
豊

富
な

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

な
ど

を
活

用
し

、
低

炭
素
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。
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３．安平町のこれまでの住宅施策の評価・課題 

ここでは、従前計画である安平町住宅総合計画（平成 20 年(2008 年)2 月策定）で掲げた、４つの基

本目標について、これまでの取り組みと課題の検証を行います。 

 

 
 

基本目標１：世代を超えて、共に支え合える住まい住環境づくり 

基本目標２：多様なニーズに対応する良質な住まいづくり 

基本目標３：安平町の地域特性を活かした住まい・住環境づくり 

基本目標４：いつまでも住み続けることができる住まい・住環境づくり 

 

基本目標１ → 世代を超えて、共に支え合える住まい住環境づくり 

取組の枠組み ○高齢者対応        ○若年世帯対応        ○子育て世帯対応 

これまでの取組み 

①高齢社会における安心、安全な暮らし 

・平成 26(2014）年度に創設された「安平町住宅リフォーム助成制度」による

バリアフリー改修工事への支援の実施。 

・居宅介護住宅改修費（介護保険）によるバリアフリー改修工事への支援の実

施。 

・在宅高齢者が安心して自立した生活ができるように、緊急時の連絡及び相談

に用いる緊急通報システムが継続されています。 

②若年世帯・子育て世帯の住みやすい住宅づくり 

・平成 23(2011）～25(2013)年度の３ヶ年実施した「民間賃貸共同住宅等建設

促進事業」により民間アパートの建設を支援し、合計 106 戸（1LDK＝25 戸、

2LDK＝71 戸、3lDK＝10 戸）のアパートが整備され、若年世帯・子育て世帯

の受け皿確保につながりました。 

・平成 21(2009）年度に遊休ストック住宅を活用して「移住促進住宅」を整備

し、町外からの子育て世帯の移住・定住につなげています。 

 
 

課題の整理 

①高齢社会における安心、安全な暮らし 

→【施策の継続】今後も進展する高齢社会への対応として、各施策の継続が望

まれます。 

②若年世帯・子育て世帯の住みやすい住宅づくり 

→【施策の継続】若年世帯・子育て世帯が地域において健康で安心して暮らせ

る住まいづくりに向けた情報提供が望まれます。 

→【施策の継続】町外の子育て世帯等が移住・定住しやすい環境づくりと受け

皿確保のために、遊休ストック住宅等の活用に係る検討が望まれます。 

→【新規施策】子育て世帯が町内において住み良い住宅を選択・確保しやすい

環境づくりに向けて、空き家等の利活用に対する支援策及び空家バンク制度

等と連携した取組みなどの検討が望まれます。 

従前計画の基本目標 

（安平町住宅総合計画(平成 20 月(2008 年)２月策定)） 
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基本目標２ → 多様なニーズに対応する良質な住まいづくり 

取組の枠組み ○持ち家状況    ○民間アパート状況     ○公営住宅状況   ○空き家状況 

これまでの取組み 

①町有地を活用した民間賃貸住宅の建設誘導 

※従前計画では「町有地を活用した」という限定的な建設誘導策が示されていましたが、

実際の施策実施では限定範囲にとどめない取組みを進めました。 

・平成 23(2011）～25(2013)年度に実施した「民間賃貸共同住宅等建設促進事業」

により民間アパートの建設が促進され、合計 106 戸が整備されました（再掲）。

②安価で良質な住宅の提供 

※従前計画では「安価で」という限定的な取組みが示されていましたが、実際の施策実施

では限定範囲にとどめない取組みを進めました。 

・良質な賃貸住宅の提供として、計画的な公営住宅の建替・整備、及び民間ア

パートの建設支援（「民間賃貸共同住宅等建設促進事業」）の実施（再掲）。 

・安平町への移住促進として、移住希望者が町内で移住体験できる施設として

「おためし暮らし住宅」の整備と運営。 

・長期にわたり良好な状態で住み続けられる優良な住宅（長期優良住宅）の町

内での普及のために、平成 28（2016）年度に「安平町長期優良住宅建設助成

金制度」を創設、制度の実施（対象地は町が分譲販売している区画に限る）。

・リフォームによる良質な住宅づくりに向けた支援として、平成 26(2014)年度

に「安平町住宅リフォーム助成制度（バリアフリー改修、耐震改修、断熱・

省エネ改修）」を創設、制度の実施（再掲）。 

③公的住宅の供給及び適切な維持管理 

・「安平町公営住宅等長寿命化計画」に基づいた、老朽化し更新期を迎えた住棟

更新（建替）と適切な維持管理の実施。 

 
 

課題の整理 

①民間賃貸住宅・民間戸建て住宅の建設誘導のための情報提供 

→【施策趣旨の継続】安心して町に暮らし、長く住み続けられる住環境に向け

て、民間賃貸住宅・民間戸建て住宅の建設誘導のための情報提供が必要です。

②安全で質の高い住宅づくりに向けた支援 

→【施策の継続】長期優良住宅の普及に向けた支援の継続が望まれます。 

→【施策の継続】リフォームによる安全で質の高い住宅づくりに向けた支援の

継続が望まれます。また、若年世帯や町外世帯の制度利用を促すための情報

発信が必要です。 

③公営住宅等長寿命化計画に基づく、長寿命化を図る管理と改善等の推進 

→【施策の継続】安平町公営住宅等長寿命化計画に基づいて、公営住宅等の予

防保全的な管理と長寿命に向けた改善等が必要です。 

④町有地・空き家等の利活用 

→【新規施策】町有地・空き家等を活用し、多様な住宅ニーズへの対応や定住

人口の拡大などが望まれます。 

⑤空き家等の活用と適正管理の推進 

→【新規施策】空き家等の増加の抑制と、生活環境へ影響を及ぼさない適正管

理が必要です。 
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基本目標３ → 安平町の地域特性を活かした住まい・住環境づくり 

取組の枠組み ○省エネ対応        ○エネルギー対応        ○防災対策 

これまでの取組み 

①環境負荷の少ない住宅づくり 

・リフォームによる断熱・省エネの住宅づくりに向けた支援として、平成

26(2014)年度に「安平町住宅リフォーム助成制度（バリアフリー改修、耐震

改修、断熱・省エネ改修）」を創設、制度の実施（再掲）。 

・環境負荷の少ないエネルギー利用の促進に向けて、平成 26(2014)年度に｢安平

町住宅用太陽光発電システム設置補助金｣を創設し、設置促進の支援を実施。

②情報通信基盤の整備 

・災害等の緊急情報や防災情報、行政情報等の伝達格差・途切れがない環境に

向けた、防災行政デジタル無線の整備やテレビ放送空き周波数を利用したエ

リア放送の「あびらチャンネル（平成 27 年(2015 年)開局）」の整備と運営。

③下水道の整備と水洗化の普及推進 

・公共下水道の計画的・継続的な整備による清潔で快適な住環境づくりの推進。

・公共下水道が整備された公営住宅等における計画的な下水道接続が実施され

ています。 

④災害時の安全性の向上と住宅火災予防へ向けた支援 

・町民の防災意識を高め、災害・火災から人命・財産を守るための対策の充実

を図りました。 

・住宅火災予防の重要性、火災警報器設置の意義や義務についての情報提供等

を行いました。 

・安平町耐震改修促進計画に基づいて、住宅・建築物の耐震化の促進に努めて

います。 

⑤耐震改修促進計画と連動した住宅の耐震化促進 

→【施策項目から取組内容への変更】住宅・建築物の耐震化に係る施策とその

推進は「安平町耐震改修促進計画（平成 29（2017）年度策定予定」に位置づ

けられるため、独立した施策とはせずに上記④に包括される取組みとします。

 
 

課題の整理 

①環境負荷の少ない住宅づくり 

→【施策の継続】高断熱・高気密、省エネルギーで環境負荷に配慮した住宅づ

くりの促進の継続が必要です。 

②災害時の安全性の向上と、住宅火災予防に向けた取組み 

→【施策の継続】緊急情報や防災情報、行政情報等の円滑な伝達のために、防

災行政デジタル無線の継続やあびらチャンネルの継続・拡充が望まれます。 

→【施策の継続】町民が防災・防火への関心を持つように防災・防火意識を高

めるとともに、災害・火災等から人命・財産等を守る対策の充実が必要です。

→【施策の継続】安平町耐震改修促進計画に基づく、住宅・建築物の耐震化の

促進の継続が必要です。 
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基本目標４ → いつまでも住み続けることができる住まい・住環境づくり 

取組の枠組み ○移住・定住対応        ○宅地対応        ○市街地活性化対応 

これまでの取組み 

①移住・定住の促進 

・安平町への移住促進として、移住希望者が町内で移住体験できる施設として

「おためし暮らし住宅」の整備と運営。 

・安平町・厚真町の移住定住支援サイト「北海道のびのび暮らし」を開設し（平

成 28(2016)年度）、空き物件情報・移住体験談の掲載、町ホームページ・移住

相談ワンストップ窓口へのリンクなど、移住・定住に係る情報提供の充実を

図っています。 

・今後は空き家物件など登録物件を増やすための取組みと、空き家の流動化を

促す取組みが求められてきます。 

②優良住宅地の供給 

・町営分譲地の販売促進と継続（ラ・ラ・タウンおいわけ、アイリスタウン、

町営若草団地）。 

・上記のほかに、町有地早来栄町公営住宅跡地（５区画）を分譲販売し、完売

しました。 

③市街地のにぎわいの創出と活性化に向けたまちなか居住の推進 

・早来商店街でのにぎわい創出のための交流拠点施設「まち・あいステーショ

ンラピア」が平成 25(2013)年度に整備され、運営されている。 

・公営住宅等によるまちなか居住として平成 27(2015)年度に安平駅前公営住宅

（２棟８戸）を整備。 

 
 

課題の整理 

①情報提供の継続 

→【施策表記の変更】移住・定住の促進や空き物件情報、移住相談ワンストッ

プ窓口など、住宅関連情報の提供と相談体制の継続・充実を図る必要があり

ます。 

②民間資金等を活用した新たな分譲地の開発の検討 

→【新規施策】町ではこれまで町営分譲地の販売を行ってきましたが、今後は

民間資金等を活用した新たな分譲地の開発について検討します。 

③空き店舗・空き家活用や創業者支援による市街地のにぎわいの創出と活性化 

→【施策趣旨の継続。方策見直し】「市街地のにぎわいの創出と活性化」の方策

を、従前計画では「まちなか居住の推進」としていましたが、今回の見直し

により、「空き店舗・空き家活用や創業者支援」を位置づけることとし、その

方策の促進が望まれます。 
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４．安平町の住まい・住環境に関する検討事項と展開方向

① 高齢社会における安心、安全な暮らし

・

・

②

・

① 民間賃貸住宅の建設誘導
・

② 良質な住宅の提供
・ 計画的な公営住宅の建替・整備、

民間アパートの建設支援
・ 移住促進・おためし暮らし住宅の整備
・

・

③ 公的住宅の供給及び適切な維持管理
・

① 環境負荷の少ない住宅づくり
・

・ 住宅用太陽光発電システム設置の支援

②

・

・

・

① 移住・定住の促進
・ 移住促進・おためし暮らし住宅の整備
・ Web「移住定住支援サイト」による情報提供

② 優良住宅地の供給
・

・

③

・

●市街地のにぎわい
の創出と活性化に向
けた空き店舗・空き
家活用の促進

●多様な住宅ニーズ
への対応（再掲）
●安全、安心、快適
に暮らすことができる
住環境の整備

●多様な住宅ニーズ
への対応
●定住促進のための
住まい・住環境づくり

（従前計画）
基本目標

世代を超
えて、共に
支え合え
る住まい・
住環境づ
くり

多様な
ニーズに
対応する
良質な住
まいづくり

安平町の
地域特性
を活かし
た住まい・
住環境づ
くり

いつまでも
住み続け
ることがで
きる住ま
い・住環境
づくり

●高齢者が安心して
暮らせる住環境づくり

●若年世帯・子育て
世帯が安心して暮ら
せる住環境づくり

●公営住宅等長寿命
化計画に基づく、長
寿命化を図る管理と
改善等の推進

●空き家等の活用の
推進と、空き家等の
増加の抑制
●空き家等の適正管
理の促進

●自然環境と共生す
る住まいづくり

① 情報提供の継続

民間資金等を活用し
た新たな分譲地の開
発の検討

③

空き店舗・空き家活
用や創業者支援によ
る市街地のにぎわい
の創出と活性化

②

空き家等の活用と適
正管理の推進

⑤

災害時の安全性の向
上と住宅火災予防へ
向けた取組み

②

①
環境負荷の少ない住
宅づくり

公営住宅等長寿命化
計画に基づく、長寿
命化を図る管理と改
善等の推進

③

町有地・空き家等の
利活用

④

民間賃貸住宅・民間
戸建て住宅の建設誘
導のための情報提供

①

安全で質の高い住宅
づくりに向けた支援
の継続

②

市街地のにぎわいの創出と活性化に向けた
空き店舗・空き家活用の推進

早来商店街にぎわい創出施設「ラピア」の整
備（平成25年(2013年)）

これまでの取組み 検討事項(課題） 展開方向

居宅介護住宅改修費（介護保険）によるバリ
アフリー改修工事への支援

①
高齢社会における安
心、安全な暮らし

②
若年世代・子育て世
代の住みやすい住宅
づくり

住宅火災予防の重要性、火災警報器設置の
意義や義務についての情報提供
安平町耐震改修促進計画に基づく、住宅・建
築物の耐震化の促進に努める

町営分譲地の販売促進（ラ・ラ・タウンおいわ
け、アイリスタウン、町営若草分譲地）
町有地早来栄町公営住宅跡地（５区画）の分
譲販売

「安平町公営住宅等長寿命化計画」に基づ
く、整備と維持管理

「安平町住宅リフォーム助成制度」によるバリ
アフリー改修工事への支援

若年世代・子育て世代の住みやすい住宅づく
り

断熱・省エネ住宅リフォームの支援

災害時の安全性の向上と住宅火災予防の支
援

町民の防災意識を高め、災害・火災から人
命・財産を守るための対策の充実

「民間賃貸共同住宅等建設促進事業（平成
23(2011)～25(2013)年度）」による民間アパー
ト建設への支援

「民間賃貸共同住宅等建設促進事業（平成
23(2011)～25(2013)年度）」による民間アパー
ト建設への支援

「安平町長期優良住宅建設助成金制度」によ
る優良な住宅の普及（対象地は町分譲地）

「安平町住宅リフォーム助成制度」によるバリ
アフリー改修工事への支援
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● 第３章 安平町の住宅施策の展開 

 

１．住宅施策の基本理念と基本目標 

２．住まい方の将来フレームの設定 

３．具体的な住宅施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

1．住宅施策の基本理念と基本目標 

 

（１）基本理念と基本目標 

 

本計画の基本理念については、従前計画の安平町住宅総合計画（平成 20 年(2008 年)２月策定）の

基本理念を踏襲することとします。 

そして、基本理念のもとに、前章において整理した検討事項（課題）と展開方向に基づいて基本目

標を位置づけることとします。 

 

 

●住宅施策の基本理念 
 

 

いつまでも住み続けたい 安心して暮らせる住まいづくり 
 

 

 

 

●基本目標 

 

● 世代を超えて、共に支え合える住まい・住環境づくり 

 

● いつまでも住み続けることができる住まい・住環境づくり 

 

● 安平町の地域特性を活かした住まい・住環境づくり 

 

● 空き家等の活用と適正管理の推進 

 

● 公営住宅等の長寿命化の推進と良質なストック形成 
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３．将来の公営住宅等のストック量の設定 
 
 

（１）人口・世帯数の推計 

ここでは、計画期間の最終年度の平成 39(2027)年度、構想期間の最終年度の平成 49 (2037)年度を目

標とした人口・世帯数の推計を行います。 

 

① 将来の人口推計 

公営住宅等の将来供給目標量を設定するための人口推計については、実際の人口推移（変動）に近い

推計人口を採用する必要があります。 

ここでは、第２次安平町総合計画の将来推計の推計値に基づいて、将来人口推計を行うこととします。 

第２次安平町総合計画の将来推計の人口推計値から算定できる変化率を適用して、平成 39(2027)年度

及び平成 49(2037)年度の人口推計とします。 

 

■安平町総合計画の将来人口に基づく、安平町の将来人口推計 

 年 
安平町の人口推移と 

本計画における将来人口設定

目標人口（第2次安平町

総合計画） 

将来人口の直近５年間の

１年間当たりの平均減少数

実績値 

(国勢調査) 

平成 22 年 

（2010 年） 
8,726 人 － － 

平成 27 年 

（2015 年） 
8,148 人 － － 

推計値 

平成 32 年 

(2020 年) 
7,870 人 7,870 人 － 

平成 37 年

(2025 年) 
7,560 人 7,560 人 

(7,560-7,254)／5＝ 

61.2 人／年 

平成 38 年

(2026 年) 
－ 7,500 人 

平成 39 年

(2027 年) 

7,560-（61.2×2）＝ 

7,438 人 
－ 

平成 42 年

(2030 年) 
7,254 人 7,254 人 

平成 47 年

(2037 年) 

7,254-（61.2×7）＝ 

6,826 人 
－ － 
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② 将来の平均世帯人員推計 

■国立社会保障・人口問題研究所の平均世帯人員の推移に基づく、安平町の将来平均世帯人員の推計 

平成 39 年(2027 年)・平成 49年(2037 年)の安平町の平均世帯人員は、国立社会保障・人口問題研究所

公表（平成 30 年(2018 年)１月推計）の全国における平均世帯人員（一般世帯）の推移から算定される

平均減少数を適用して推計します。 

平均世帯人員の推移 

区 分 
平成 22 年 

（2010 年） 

平成 27 年 

（2015 年） 

平成 32 年

(2020 年) 

平成 37 年

(2025 年) 

平成 42 年

(2030 年) 

平成 47 年

(2035 年) 

平成 52 年

(2040 年) 

全 国 2.42 2.33 2.26 2.19 2.15 2.11 2.08 

北海道 2.21 2.14 2.10 2.07 2.05 2.04 － 

※全国・北海道ともに国立社会保障・人口問題研究所の公表値。 

全国は平成 30 年(2018 年)１月公表値、北海道は平成 26 年(2014 年)４月公表値による。 

 

■国立社会保障・人口問題研究所公表の平均世帯人員の推移推計に基づく、安平町の平均世帯人員推計 

 年 
安平町の 

平均世帯人員 

全国の平均 
世帯人員の 

推移 

全国推計値の直近 10 年
間または５年間の１年間

当たりの平均減少数 

北海道の 
平均世帯人員

の推移 

実績値 
(国勢調査) 

平成 22 年
(2010 年) 

2.33 2.42 － 2.21 

平成 27 年
(2015 年) 

2.24 2.33 (2.33-2.19)／10＝ 
0.014 

2.14 

推計値 

平成 37 年
(2025 年) 

2.24-（0.014×10）＝2.10 2.19 2.07 

(2.19-2.15)／5＝ 
0.008 

平成 39 年
(2027 年) 

2.10-（0.008×2）＝2.08 － － 

平成 42 年
(2030 年) 

2.08-（0.008×5）＝2.04 2.15 2.05 
(2.15-2.11)／5＝ 

0.008 平成 47 年
(2035 年) 

2.04-（0.008×5）＝2.00 2.11 2.04 

(2.11-2.08)／5＝ 
0.006 

平成 49 年
(2037 年) 

2.00-（0.006×2）＝1.98 － － 

平成 52 年
(2040 年) 

1.98-（0.006×5）＝1.95 2.08  

 

③ 将来の世帯数推計 

将来の人口推計値、平均世帯人員推計に基づいて、将来の世帯数（一般世帯）を推計します。 

年  度 将来人口推計 ÷ 平均世帯人員推計 ＝
将来世帯数推計 

（一般世帯） 

平成 39（2027）年度 7,438 人 ÷ 2.08 人/世帯 ＝ 3,575 世帯 

平成 49（2037）年度 6,826 人 ÷ 1.98 人/世帯 ＝ 3,447 世帯 

 

●将来の人口・世帯数の設定（まとめ） 

 人口 平均世帯人員 
世帯数 

（一般世帯） 

平成 27 年(2015 年)の

世帯数からの増減率 

平成 22 年(2010 年) 8,726 人 2.33 人/世帯 3,740 世帯 － 

平成 27 年(2015 年) 8,148 人 2.24 人/世帯 3,635 世帯 － 

平成 39 年(2027 年) 7,438 人 2.08 人/世帯 3,575 世帯 -1.7% 

平成 49 年(2037 年) 6,826 人 1.98 人/世帯 3,447 世帯 -5.2% 
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（２）住まい方の将来フレームの設定 

 

① 国勢調査に見る、これまでの住まい方の推移 

持ち家に居住する世帯の比率は、60％台前半で推移しており、全体の約６割強を占めています。 

公営借家は 14～17％台、間借りは１％台で推移し、民営借家は平成 22年(2010 年)までは 220 戸前後

でほぼ横ばいでしたが、平成 23(2011)年度からの民営借家の建設誘導に伴い平成 27 年(2015 年)に 294

戸（8.1％）と増加傾向となりました。給与住宅については、国勢調査年ごとに 0.7～1.0％減少する傾

向にあります。 

 

 

 

 

 

② 住まい方の将来フレームの設定 

国勢調査に見る住まい方の推移に基づき、平成 39(2027)年度および平成 49(2037)年度における住ま

い方の将来フレームを設定します。 

◆持ち家 

○60％台前半で推移していることから、今後、平成 27年(2015 年)の構成比(64.1％)で推移する

こととします。 

◆公営借家 

○14～17％台で推移していることから、今後、平成 27年(2015 年)の構成比(14.6％)で推移する

こととします。 

◆民営借家 

○平成 23(2011)年度からの民営借家の建設誘導に伴い、平成 22 年(2010 年)の 223 戸から平成

27 年(2015 年)には 294 戸まで増加していることから、今後、294 戸で推移することとします。 

◆給与住宅 

○国勢調査年ごとに 0.7～1.0％減少する傾向にあることから、構成比として平成 39年(2027 年)

は 6.5％、平成 49年(2037 年)は 5.5％と設定します。 

◆間借り 

○１％台で推移していることから、今後、平成 27 年(2015 年)の構成比(1.2％)で推移すること

とします。 

◆その他 

○国勢調査年ごとにバラつく傾向にありますが、平成 22 年(2010 年)から平成 27 年(2015 年)は

横ばい傾向にあることから、今後、平成 27 年(2015 年)の構成比(5.0％)程度で推移することと

します。 

持ち家
公営
借家

民営借家

給与
住宅

間借り

その他

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

H7

H12

H17

H22

H27

安平町の住宅の住まい方の推移

（世帯）

3,677 100.0% 3,819 100.0% 3,773 100.0% 3,740 100.0% 3,635 100.0%

持ち家 2,216 60.3% 2,367 62.0% 2,367 62.7% 2,380 63.6% 2,330 64.1%

公営借家 568 15.4% 667 17.5% 635 16.8% 599 16.0% 530 14.6%

民営借家 221 6.0% 189 4.9% 213 5.6% 223 6.0% 294 8.1%

給与住宅 381 10.4% 360 9.4% 330 8.7% 292 7.8% 259 7.1%

間借り 36 1.0% 38 1.0% 70 1.9% 54 1.4% 42 1.2%

その他 255 6.9% 198 5.2% 158 4.2% 192 5.1% 180 5.0%

(各年 国勢調査）

（世帯） 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

安平町計
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◆住まい方の将来フレーム 

 

 

 

 

 

（３）将来の公営住宅等のストック量の設定 

住まい方の将来フレーム（公営借家の入居世帯数）に基づき、以下に、本町の将来の公営住宅等のス

トック量を設定します。 

老朽化した団地の建替事業及び改善事業を円滑に推進するための政策空家戸数（10～29 戸）を目標管

理戸数として見込むものとします。 

 

 

目標年度 

公営借家（公営住宅等）の

入居世帯数(上記表より) 

 建替等を円滑に推進する 

ための政策空家戸数 

公営住宅等の 

将来のストック量 

平成３９年度 ５２２世帯 ＋ 
１０～２９戸 

５３３～５５１世帯 

平成４９年度 ５０３世帯 ＋ ５１３～５３２世帯 

 

 

 

住まい方の将来フレーム 

 

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成39年 平成49年

全町世帯数 3,829 3,788 3,753 3,651 － －

世帯数 10 15 13 16 － －

構成比 0.3% 0.4% 0.3% 0.4% － －

一般世帯 世帯数 3,819 3,773 3,740 3,635 3,575 3,447

(住宅居住世帯) 構成比 99.7% 99.6% 99.7% 99.6% － －

世帯数 2,367 2,367 2,380 2,330 2,292 2,210

構成比 62.0% 62.7% 63.6% 64.1% 64.1% 64.1%

世帯数 667 635 599 530 522 503

構成比 17.5% 16.8% 16.0% 14.6% 14.6% 14 .6%

世帯数 189 213 223 294 294 294

構成比 4.9% 5.6% 6.0% 8.1% 8.2% 8.5%

世帯数 360 330 292 259 232 190

構成比 9.4% 8.8% 7.8% 7.1% 6.5% 5.5%

世帯数 38 70 54 42 43 41

構成比 1.0% 1.9% 1.5% 1.2% 1.2% 1.2%

世帯数 198 158 192 180 192 209

構成比 5.2% 4.2% 5.1% 5.0% 5.4% 6.1%

一般世帯(計) 世帯数 3,819 3,773 3,740 3,635 3,575 3,447

(住宅居住世帯) 構成比 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

間借り

その他

施設等の世帯

持ち家

公営借家

民営借家

給与住宅

国勢調査 実績値
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３．具体的な住宅施策 

 

 

◆展開方向① 

● 若年世帯・子育て世帯が安心して暮らせる住環境づくり 

● 高齢者が安心して暮らせる住環境づくり 

 

 

１）若年世帯・子育て世帯が安心して暮らせる住まいづくりの推進 

・地域の子育て支援サービスの活用や子どもを見守る地域コミュニティなどの情報提供を進め、

安心して子育てのできる住環境づくりを推進します。 

・誰もが安心して暮らすことができる住環境づくりに向けて、子どもから高齢者等まで安全に配

慮した良質な住宅ストック、住環境の整備に努めます。 

・町外の子育て世帯等が安平町に移住・定住しやすい環境づくりと受け皿確保のために、遊休ス

トック住宅等の活用などについて検討します。 

・子育て世帯が町内において住み良い住宅を選択・確保しやすい環境づくりに向けて、空き家等

の利活用に対する支援策及び空家バンク制度等と連携した仕組みや取組みなどを検討します。 

 

２）高齢者が安心して暮らし続けることができる住まいづくりの推進 

・在宅高齢者が安心して自立した生活ができるように、従来から実施している緊急時の連絡及び

相談に用いる緊急通報システムを継続します。 

・高齢者が安全・安心して自宅に暮らし続けることができるように、平成 26（2014）年度に創

設された「安平町住宅リフォーム助成制度」の継続と制度拡充について検討します。また、高

齢者等の住宅改修においては介護保険制度との役割分担や連携による改修を進めます。 
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◆展開方向② 

● 多様な住宅ニーズへの対応 

● 定住促進のための住まい・住環境の整備 

● 市街地のにぎわいの創出と活性化に向けた空き店舗・空き家活用の促進 

 

 

３）定住促進及び地域主体の住環境づくりに向けた総合的な情報提供 

・町民・住まい手、移住・定住希望者などが安心して住宅取得や新築、リフォームができて、町

に長く暮らし続けられるように、住宅関連情報の提供と相談体制の継続と充実を図ります。 

・住民、自治会、町内会等から空き家情報や民間が分譲している土地情報などの不動産情報の収

集に努め、収集した情報を住民、自治会、企業や移住・定住希望者に提供し、地域の住宅等の

資産が有効に活用できるような情報のネットワーク化の受入れ体制づくりを検討します。 

・地域自らによる住環境の維持保全や地域コミュニティの良好な維持などの地域主体の住環境づ

くりに向けて、住まい手への意識啓発等に努めます。 

・定住促進施策として実施している住宅建設奨励事業等については、社会情勢の変化に対応した

見直し再構築を進めていきます。 

 

４）町有地・空き家等の利活用による多様な住宅ニーズへの対応 

・町有地や空き家等は町内の貴重な建物資源であり、それを活用し、定住人口の拡大や世代間の

交流が図られるように、若年世帯・子育て世帯から高齢者までいずれの世代も暮らしやすく、

それぞれの住宅ニーズに応じた計画的な活用に努めます。 

 

５）民間資金等を活用した新たな分譲地の開発の検討 

・地域における雇用の創出と定住人口の拡大を図るために、町ではこれまで「アイリスタウン」

「ラ・ラ・タウンおいわけ」「町営若草団地」を分譲し積極的に販売を行ってきましたが、今後

は民間資金等を活用した新たな分譲地の開発について検討します。 

 

６）安全で質の高い住宅づくりに向けた支援 

・長期にわたり良好な状態で住み続けられる優良な住宅（長期優良住宅）の町内における普及の

ために、平成 28（2016）年度に創設された「安平町長期優良住宅建設助成金制度」の継続と制

度拡充について検討するとともに、利用促進が図られるように制度周知に努めます。 

・リフォームの促進による、安全で良質な住宅ストックの形成に向けて、平成 26（2014）年度に

創設された「安平町住宅リフォーム助成制度」の継続と制度拡充について検討するとともに、

若年世帯や転入世帯の利用促進となるよう制度周知を図ります。 

 

７）市街地のにぎわいの創出と活性化に向けた空き店舗・空き家活用の促進 

・市街地のにぎわい創出と活性化に向け、移住定住と連動させた起業創業による空き店舗・空き

家活用に係る支援等を推進します。 
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◆展開方向③ 

● 自然環境と共生する住まいづくり 

● 安全、安心、快適に暮らすことができる住環境の整備 

 

 

８）環境負荷の少ない住宅づくり 

・高断熱・高気密、省エネルギーに優れて環境負荷に配慮した住宅の普及のための情報提供を行

い、環境に配慮した安全・安心に暮らすことができる住宅づくりを目指します。 

・情報提供の例としては、北海道が推奨する北方型住宅等の基準といった、道や北方建築総合研

究所などが提供・公開している情報を安平町ホームページやパンフレット等により提供します。 

 

９）下水道の整備と水洗化の普及促進 

・清潔で快適な住環境を実現するため、さらには移住定住化を促進していくためにも、現在進め

ている公共下水道事業の計画的な整備に努めていきます。 

 

10）災害時の安全性の向上と、住宅火災予防に向けた取組み 

・「安平町耐震改修促進計画（平成 29(2017)年度策定予定）」に基づいて、住宅・建築物の耐震化

の促進に努めます。耐震性に不安のある住宅や建築物の耐震診断及び耐震改修の促進を図るた

めに、町民等の耐震化に向けた意識啓発と知識普及に努めます。 

・町民の災害時の安全性の向上を図る方策について検討を進めるとともに、町民が防災・防火に

対し関心を持つように防災・防火意識を高め、災害・火災から人命・財産等を守るための対策

の充実を図ります。 

・胆振東部消防組合消防署安平支署と連携し、住宅火災予防の重要性、火災警報器設置の意義や

義務についての情報提供を行い、設置場所や設置方法、購入方法、設置の期限等についての相

談に対応します。 
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◆展開方向④ 

● 空き家等の活用の推進と、空き家等の増加の抑制 

● 空き家等の適正管理の促進 

 

 

11）空き家等の利活用や売却・賃貸に関する相談体制や、空き家等及び所有者等の情報収集の充実 

・空き家等の有効活用に向けて、空き家等の分布・実態把握及び所有者等の把握など情報収集の

仕組みづくりに努めます。 

・空き家等の増加が抑制されるように、良質な既存住宅の賃貸、売却、他用途活用などを推進す

る方策を検討します。 

・空き家等の増加抑制と移住定住の観点から、ホームページを活用し民間事業者と連携して行っ

ている町内物件情報の充実を図るため、登録件数を増やすための仕組みづくりを検討します。 

 

12）生活環境に悪影響を及ぼす空き家等の予防と適正管理の促進 

・防災・衛生・景観等の生活環境に悪影響を及ぼす空き家等について、その発生を予防する方

策等を検討します。 

・空き家等が周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないように、適正管理の徹底とその促進に向け

て、所有者等への周知等を行います。また、所有者等への周知をより効果的な行う方法につい

て検討します。 

・空き家問題はその所有者や周辺住民だけの問題ではなく、空き家等の増加により防災や防犯の

面で地域に不安を与えたり、相続などにより将来的に空き家等を引き継ぐ可能性もあります。

このため、広く町民に対して空き家問題や空き家等の発生予防、適正管理の意義などの情報提

供を進め、空き家等に対する意識づけと予防・管理・対策などの必要性の理解拡大に努めます。 
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◆展開方向⑤ 

● 公営住宅等長寿命化計画に基づく、長寿命化を図る管理と改善等の推進 

 

13）公営住宅等長寿命化計画に基づく予防保全的な管理と長寿命化に資する改善の推進 

・公営住宅等の将来活用手法及び長期的な維持管理、修繕・改善計画等を示した「安平町公営住

宅等長寿命化計画」に基づいて、予防保全的な管理と長寿命化に資する改善を進めます。 

・これにより、老朽化し更新期を迎えつつある公営住宅等の効率的かつ円滑な更新を実現する上

で、公営住宅等の長寿命化を図り、ライスサイクルコストの縮減につなげていきます。 
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● 第４章 計画の推進へ向けて 

 

１．住宅施策の推進へ向けて 

２．計画の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

１．住宅施策の推進へ向けて 

 

① 本計画において位置づけた「基本理念」「基本目標」「住宅施策」の実現に向け、町民及び地域

の事業者、関連団体・機関等との連携による住宅施策の推進が必要です。 

 

② 住宅施策等の内容について、町民に広く情報公開し、町民・事業者等との幅広い連携により、

住宅施策を推進することに努めます。 

 

③ 住宅施策を円滑に推進するため、それぞれの施策への位置づけを行い、役場全庁的な体制によ

る住宅施策の推進に努めます。 

 

④ 住宅情報の提供については町の情報と併せて、国や北海道、関係団体・機関等の情報も活用し

ながら推進を図ります。 

 

 

２．計画の見直し 

 

○ 本計画は平成 30(2018)年度から平成 39(2027)年度までの 10 年間を計画期間としています。社

会動向・情勢の変化や国・北海道における住宅施策等の見直しなどにあわせて柔軟に対応するこ

ととし、必要に応じて計画の見直しを行います。 
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